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　ある会合で清水さんとお行き会いし、お話をする中でそのお人柄に惹かれた大日方会長が、改めてお話をお聞きしたいとい
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会長　今年 4 月に国連協会の総会で清水さんとお行き合
いをした際に、活動やお人柄が非常に素晴らしくて
私自身惹かれるものがございましたので、ぜひ新春
対談で改めてお話をお聞きできればということで、
今日はこの場を作らせていただきました。最初にご
出身のこととか、お仕事等についてお話ししていた
だけますでしょうか。

清水　実家が豊野町にありま
して、そこで小、中、高
まで過ごしました。小さ
い頃は、スポーツがすご
く好きで、地元のリトル
リーグだったりとか少年
剣道だったりとかをやっ
てた記憶がありますね。
中学でバレーボールを
やって、その時から音楽が大好きになってみんなで
バンドを組んだり。見よう見真似ですけど。高校は
長野東高校に行ったんですけどもね。そこでも軽音
楽をやったり、あと新体操をやったりしたんです
ね。県下にあまりない高校だったのですぐインター
ハイに行けるんですよ。体を動かしたりバク転バク
宙はどこでもできましたね。そこから上京するんで
すけども、一番最初に芸能的なことで出たのは二十
歳ぐらいの時ですかね。雑誌のオーディション企画
に受かるんですけど、そんなにうまくはいかずにた
だ企画もので終わって。30手前ぐらいになった時に
もう一度ね、自分を見つめ直すというか、このまま
どうやって人生を歩んでいくかなっていう時に、合
格したのが当時の小室哲哉さんとか木根尚登さんと
かそういう TK プロデュースのブームの時だった
んですね。それでデビューしたのが今から25年前、

2000年ですね。長野にも、結構プロモーションで
帰ってくるようになって、ラジオやテレビの方も番
組をいただいたり。今はその流れでテレビ信州の
『素敵にコンシェルジュ』という番組を週に 1 回で
すけども、もう15、 6 年ですかね。ずっとやらせて
もらってます。なのでね、今はそういう芸能みたい
なしゃべる仕事。それからシンガーソングライター
として歌って聴いてもらうようなコンサート活動。
もう一つが講演活動。 3 つの柱で活動をさせても
らってます。

会長　ありがとうございます。本（『追いかけた77の記
憶　信州全市町村　戦争体験聞き取りの旅』）を読
ませていただきますと、2007年におじいさんの手記
をきっかけに、「回想プロジェクト」へ活動も広げ
てこられたということなんですけれども、そこら辺
のお話も少ししていただけますか。

清水　祖父が亡くなって実家で残されたものを整理して
いく中で、手記が出てきたんですよね。戦後何十年
というきっかけに町の広報誌みたいなところに寄せ
た、寄せ書きみたいな形だったと思うんですけど
ね。その一文を読ませてもらった時に少し後悔とい
うか、もっともっとよく聞いておけばよかったなっ
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回想プロジェクトＨＰ　https : //artemisplaces.wixsite.com/kaisou
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ていう気持ちがあって。それで、残された手記にメ
ロディーをつけて感謝の気持ちを込めて祖父に贈っ
てみたんですよね。法事の時に「一曲だけ歌わせて
ください」って歌って。そしたら親戚の中から「こ
れいいじゃないか、いろんなところで歌ってくれ」
みたいな話になって。それで祖父の体験を最初に
CD にさせてもらったんです。そのきっかけがあっ
てその後いろんな人の話を聞くようになるんです
よ。祖父が残した手記が『回想』という題だったの
で、「回想プロジェクト」としていろんな話を聞く
ようになってもう20年近いんですかね。

会長　それで、全77市町村を回られて聞き取りをされた
ので、77のお話が載っているんですね。

清水　やっぱり皆さん亡くなっていくんですよね。今の
うちに聞いておかないと本当に過去にあった事実っ
ていうのは風化されていっちゃうし、もしかしたら
間違って伝わっちゃうのかもしれないなと思って。
聞けば聞くほどいろんな意見があって、相当俯瞰し
てみないと実際どうだったかっていうのはわかんな
いなと思って。それで改めて2015年ですかね。もっ
と一人でも多く聞いておきたいなと思って、長野県
全部回ってみようと。

会長　白地図を広げて北から
ずっと回っていかれたっ
ていうお話ですけども。
本当に貴重なお話で、一
つ一つ読ませていただく
と、戦争の悲惨さとか不
合理さとか悲しさとかそ
ういうものがひしひしと
伝わってきました。帯に
「忘れてはいけないあの時代」っていう言葉があり
ますよね。この言葉が私の胸に突き刺さりました。

清水　ありがとうございます。歌では賞をもらったこと
ないんですけど、これは第23回平和・共同ジャーナ
リスト基金賞っていう賞をいただいちゃいましてね
（笑）語っていただいた方たちの賞だと思うんです
けども。本当に色々と話を聞かせていただいて、そ
の時の年齢とかいる場所とか立場によって同じ戦争
を語ってもらっても捉え方が違うなと思って。だか
らこそ広くいろんな人の意見を聞いてみないと本当

はどうだったんだろうというか。でもみんな口を揃
えて言うのは、もう二度と起こしてくれるなって。
自分たちもそうだけども子どもや孫には体験させた
くないって。だから戦争は何があってもやめてく
れっていうのはやっぱり皆さん言いますね。

会長　満州での戦争体験とか、あるいは原爆の体験と
か、いろんな方々の思いがここに詰まっていますよ
ね。それぞれ貴重なお話をお聞きされて思い出に
残っていらっしゃると思うんですが、絵本になって
いる富士見町の樋口誠さんのお話をしていただけま
すか。

清水　原村で話を聞いていた
時に、「富士見にこうい
う人いるよ」って紹介し
てもらったのが樋口さん
で、満蒙開拓の話のつな
がりで聞かせていただい
たんですけども。歌を
ね、歌ってくれたんです
よ。一人でいる時に口ず
さみながら涙流しながら歌ってたそうなんですけ
ど。それを聞かせていただいて、すげえな、やっぱ
り歌ってずっと残ってるんだなって。70数年前、
ちっちゃい頃に聞いたその記憶がそのままあるんだ
なと思って。それでウクライナの侵攻が始まった時
かな。戦争ってどんなものって聞かれた時に、わか
りやすく子どもたちに伝えるにはどうしたらいいか
なと。長野市の20代の漫画家のさなつさんという人
に「若い人が一番自分たちの気分になって聞ける戦
争の話ってどれ」って言って読んでもらって。そん
なところから樋口さんの歌の物語を絵本にさせても
らって。ひとたび戦争が始まると本当に大切な人に
も会えなくなっちゃうんだよってことがなんとなく
わかれば。そこからまた興味を持って広がっていっ
てくれればいいかなって。

会長　ああ、そうですか。ですから、さらに聞き取りを
されたんですね。「回想プロジェクト」ということ
で各学校を回っておられますけれども、その時にも
歌を歌いながらこういう聞き取ったものをお話しし
ておられるんですか。

清水　ほとんどが歌ありでやらせてもらってますね。戦
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争っていうと怖いとか暗いとかそういうイメージ、
あると思うし。どうやって伝えたらいいかなという
時に、私ずっと歌を歌っているので。歌って意外と
みんな心を開いてくれたりとか、知らなくても乗っ
てくれるなという実感があったので、一つのツール
として使っているということですかね。最初の『回
想』という歌を作った時は、できるだけ暗くならな
いようにと思ったんです。暗い話を暗くどっぷりと
マイナーコードで「あなたはもう忘れたかしら…」
みたいになっちゃっても子どもたちが怖くなっちゃ
いけないなと思って（笑）祖父の体験から始まっ
て、広島の話もありますし、満蒙開拓もあります
し、特攻の話もありますし、あと石を吊るしている
鐘のお寺の話とか、待っている女性のお話もあった
りとか、いろんなパターンで歌はあるので、その中
からそのテーマに沿ったものを選んで歌を聴いても
らって、「どうだい」って。そうすると難しい話で
もなんとなくすんなり入ってくれるのかな。とりあ
えず印象に残ってもらって「そっか、戦争ってこん
な感じだったんだ」という疑似体験というかね。だ
から一つこだわっているのは、自分の主観じゃなく
て体験をそのままメロディーに乗せるっていうこと
なんですよ。良い悪いとかじゃなくて、体験談その
まま「こういうことがあったよ。みんなどう思う、
考えて」って。そんな感じで体験してもらおうか
なっていうのがこのプロジェクトなので。講演会に
行く時は短くても長くても 1 曲 2 曲は歌を入れなが
ら聴いてもらってます。

会長　戦争を経験した人がだ
んだん亡くなって、少な
くなってきているんです
けど、そういう人たちか
ら直接お聞きするという
こともあるだろうし、
「回想プロジェクト」の
ように清水さんを通し
て、戦争のことについてお話をお聞きするというこ
ともあると思うんですけれども。清水さんを通して
の戦争のお話というのは、またちょっと違った趣で
子どもたちに伝わるんですね。

清水　本当は当人から聞くのが一番いいんでしょうけ
ど。体験した人は皆さんが講演家でもないだろう
し。やっぱり寂しい話にもなっちゃったりするの

で、ちょっとクッションを置いて私みたいな人がフ
ラットな形で伝えていくというのもいいのかもしれ
ないですね。

会長　今年ももう何校か行かれているそうですね。でき
るだけ多くの学校へ足を運んでいただき、子どもた
ちや保護者や先生方とのそういう場を設けていただ
ければと思っています。

清水　もう保護者世代が戦争
とか全然知らない世代で
すからね。ここで聞いて
もらって一緒に考える場
になってくれればいいか
なって。会話のきっかけ
になってくれればいいか
なと思ってます。もっと
もっと頑張っていろんなところへ参りたいと思いま
す。

会長　話題を変えさせていただきますが、小中学校の頃
はどんなお子さんでいらっしゃいましたか。思い出
に残っているような学校の授業とか、先生のことと
か何かありますか。

清水　中学の頃は、やっぱりみんなでバンドを組んだっ
ていうのが一番思い出かな。本当にどんちゃかどん
ちゃかだけですけど（笑）それが楽しかったような
気がしますね。文化祭とかそういう時に音楽室とか
体育館かなんかでやって。

会長　結構他の生徒からは人気があったんじゃないです
かね。

清水　ああいう時は人が集まってきますからね。全校が
来ますからね。珍しがってね（笑）

会長　では、改めて今の子どもたちにメッセージという
かエールを送っていただければと思うんですが。

清水　そうですね、何でもいいので、自分の大好きなこ
とを見つけるとか興味をいろんなところに持ってほ
しいなと思いますね。持ったからには、想像する力
を持っていてほしいなと思うんです。いろんなもの
に興味を持って、やりたければそれをやってみて、
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失敗したら失敗した
で、また次のことに
チャレンジするとい
うか。こうなったら
どうなるんだろうっ
ていうことを想像す
るような力をつけて
いってほしいなって
思いますね。

会長　本当に自分のやりたいことを追い求めて、歌作り
に情熱を傾けてやってこられた清水さんのお話っ
て、やっぱり説得力ありますね。

清水　親御さんにもよく言うんですけどね。「こういう
ことやっちゃいけないよ」って否定から入らないで
くれってね。可能性は無限大なんだから。よっぽど
危ない命にかかわるようなことだけは止めなきゃい
けないかもしれないけど、あとは自由にやってみ
て、失敗したら失敗したで自分で立ち上がれるぐら
いなことを持っていってほしいなっていうか。いっ
ぱい経験して、いっぱい負けて、失敗して、それで
もまた工夫して立ち上がっていくっていうか。

会長　いろいろ経験をしていくっていうことは、生きて
いく力を育んでいくことに繋がりますからね。あり
がとうございます。最後に先生方へメッセージをい
ただきたいんですが。

清水　子どもたちも十人十色で、日々苦労されていると
思いますので、現場にずっといるわけではない私が
語るのも恐縮ですが、きっと教育現場に立たれてい
る皆さんは子どもたちの成長を見守り、伴走し、自
立した大人へ導くことを使命として自分の時間を
削っても頑張られていることと思います。自分も夢

の一つに、全学校を回り子どもたちに過去を伝えた
いということがあります。人権のこと、平和のこと、
手が足りなければ、先人が語ってくださった本を参
考にしていただいても良いですし、私たちにお役目
をふっていただいても良いので、共に未来の故郷、
日本を担う子どもたちを見守っていきましょう！

会長　いろんな方が子どもたちにかかわって、いろんな
ことを伝えていくっていうことは、質の高い、子ど
もたちにとっての良い教育につながっていくと思い
ます。そういう点では、清水さんのやっておられる
活動って本当に素晴らしいと思いますので、ぜひこ
れからも継続していただきたいと思います。我々信
濃教育会もご存知の通り、戦前、満蒙開拓青少年義
勇軍を満州へ送出する際に、国策ではあったんです
けれども、積極的にかかわったという経緯がござい
ます。清水さんが語っていただいているように、過
去のことを次の代に伝えていくということも、我々
の大事な仕事です。清水さんとともに、決して忘れ
てはいけない時代ということを改めて肝に銘じなが
ら、これからもこの信濃教育会を運営していきたい
と思っております。今後もいろいろなところでお力
をいただきますけれどもよろしくお願いいたします。
今日は、貴重なお時間ありがとうございました。

対談内で紹介された清水さんのご著書

『追いかけた77の記憶　 『追いかけた77の記憶　 
　　　　　　　　信州全市町村　信州全市町村　戦争体験聞き取りの旅』戦争体験聞き取りの旅』
　　　　　　　　　　　　　　発行　信濃毎日新聞社　　　　　　　　　　　　　　発行　信濃毎日新聞社
※第23回平和・協同ジャーナリスト基金賞　奨励賞受賞

絵本『こはるさんのこもりうた』絵本『こはるさんのこもりうた』
文　清水まなぶ・絵　さなつ／発行　回想プロジェクト文　清水まなぶ・絵　さなつ／発行　回想プロジェクト
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第3回臨時総会報告第3回臨時総会報告

【大日方会長あいさつ】�
〇地域と学校の繋がり
　　多くの地域では、少子化による児童生徒の減少が大

きな課題となっており、その解消に向け、長年に渡
り、行政のみならず、保護者・地域を交え、学校規模
の適正化に関して議論を重ねている。その結果、学校
の統廃合、また義務教育学校等の新たな校種の導入な
どに至っている市町村が出てきている。社会状況を踏
まえると、学校の統廃合は無理からぬ状況と言える
が、地域の方々にとっては、学校を閉じることへの思
いは複雑ではないかと思う。

　　かつて本県は「教育県」と言われた。その要因は
様々だが、要因の一つとして、各地域に、教育尊重の
気風があったことが挙げられる。具体的には、次のよ
うなことがあった。
・江戸時代の寺子屋数が全国1位だったこと
・明治5年の学制発布前後には、県内各地に学校創設

に向けた機運があったこと
・明治初期の就学率が全国1位だったこと
・当時の教員の俸給も全国1位だったこと

　　長野市にある下氷鉋小学校は、今年で創立152年を
迎えた。その歩みは、明治6年に創立された「作新学
校」に始まる。当時建設された和洋折衷様式の校舎
は、「作新記念館」として今も残っており、長野市の
指定有形文化財に指定されている。しかし、老朽化が
激しく、近年は子どもたちが記念館に入って活動をす
ることは困難な状況だった。そうした中、3年前に地
元の住民自治協議会役員の方が信教に来て、「記念館
を改修し地域の宝として後世に伝えていきたい。つい
ては、信濃教育会に改修事業への後援をお願いした
い」旨の話をされた。子どもたちの学習に役立つこと
にもなると考え、後援することにした。そして、先
日、役員の方が、改修工事終了の報告に来館された。
後援したことへのお礼と、併せて、教育に寄せる思い
も、熱く語っていかれた。各地域においても、同様に
地域の方々に支えられ、学校が役割を果たしてきた経
緯があるのではないか。

　　長野県教育史を編纂した中村一雄先生は、著書の中
で信州教育の源流の特筆すべき事項として、「教師の
教育に対する使命」とともに「教育を支える県民の情
意」を挙げている。「教育を支える県民の情意」とは、
冒頭お話した「教育尊重の気風」である。かつては、
地域の方は、「おらの学校」と呼び、学校を自分たち
地域の宝として、様々な面で力を貸してくれていた。
任地居住をしていた若い頃を思い出すと、地域の一員
として温かく迎え入れてくれたことを懐かしく思い出
す。改めて、地域と共にある学校の歩みを振り返りな
がら、地域の方々の学校へ寄せる思いに心を寄せたい
と思う。

〇学び創造研究会
　　今年度から名称を「学び創造研究会」として新たな

スタートを切ったが、11月末に全ての公開が終了し
た。私は、3校の公開に参加をさせていただいた。そ
れぞれが特色ある実践をされており、各校、個人・グ
ループの自主性・自律性が発揮された公開となってい
た。参会の先生方にとっても、学びの多い研究会だっ
たことと思う。

【議　事】�
⑴　第1号議案「信濃教育会生涯学習センター休館の議

決」に関する件
⑵　第2号議案「信濃教育会館空調ポンプ設備の更新の

承認」に関する件

【協　議】�
⑴　令和7年度信濃教育会の事業に対する会員アンケー

トのまとめ
⑵　令和7年度事業の成果と課題・今後の方向
⑶　令和8年度予算編成方針（収入見込み）

［協議題］　公益社団法人として教職員の職能向上と
相互扶助を支えていくために、信濃教育会の事業改
革をどう進めるか。

〇良い事業は継続して伸ばす、いま一つの事業は再考
してほしい。学び創造研究会は、学校づくりの柱と

　令和7年度第3回臨時総会が12月2日（火）に各郡市教育会から選出された代議員44名の出席のもと
オンラインで開催された。第1号議案、第2号議案が上程・承認され、その後7つの協議題について意
見交換された。以下、臨時総会の概略を報告する。

～良い事業は継続して伸ばす、いま一つの事業は再考を～
郡市を越えて全県がつながる要郡市を越えて全県がつながる要
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なったり、参加者に大きなお土産となったりしてい
る。このような事業は広げてほしい。応募型研修助
成も大変ありがたい。教育研究論文・教育実践賞で
レポートをまとめることは、教職員の力量向上につ
ながる。知らない方もいるとのことなので、全県に
アピールしたい。教師塾Ｂは他の企画との重なり
に、「極意」伝承は指導者の人選に難しさも出てい
るので再考をお願いしたい。

〇信濃教育会は、郡市を越えて全県がつながる要であ
り、感謝している。学び創造研究会に本郡は3校が
取り組んだが、教職員の学びを支えていただいてい
ると感じた。これまでに、ALT と松本城をめぐる
研修や日連教の大会に参加したが、郡市以外の方と
出会える貴重な機会となった。全県のバランスを
とった事業実施と、教育会の意義や取り組んでいる
事業の周知をさらにはかってほしい。

〇学びの改革が進む中で、信濃教育会の役割は大き
い。応募型研修助成や学び創造研究会は、主体的に
学ぶ教職員の後押しになっている。研究調査委員会
に参加した若手教員が、「全県から集まった委員と
学び合えて貴重だった」と語ってくれた。若い世代
が全県で交流できることにも意義があると思う。各
種のチラシに SNS につながる二次元バーコードを
掲載して若者世代に周知したい。

〇下伊那は、信濃教育会館がある長野市とは地理的に
遠い。出向いて開催される教師塾Ｂやオンラインに
よる研修は大変ありがたい。参加しやすいと、職員
みんなで利用するケースもある。また、楽しい研修
には、休日の企画でも参加者が多かった。魅力ある
講座、事業を展開してほしい。

〇教育研究団体への補助は、高校も含めて同好会に参
加している教員の貴重な学びにつながっている。ま
た、信濃教育会で教育研究団体との懇談会を設けて
いるが、他の同好会の情報が得られてありがたい。
本年度、信濃教育会で長野県内の公開授業案内のポ
スターを作成していただいたことも、他の状況を知
ることができたり、見通しをもった参加につながっ
たりしたので継続してほしい。

⑷　災害見舞金事業の見舞金額の見直しについて
⑸　学び創造研究会への参画について

〇貴重な機会になっている。地域の方々も巻き込んで
共に学び合える場になるとさらによいと思う。

〇昨年度は個人型で、本年度は学校型で取り組んだ。
学校全体で取り組んだことにより、授業公開をした
2名の教師の成長に加え、児童の学びや教科の系統
性等について学校全体で学び合うことができた。

〇教育研究所所長の岩川先生を共同研究者に迎え、教
師の子ども観や指導観を大事にして取り組んだ。そ
の結果、生徒を見て自分はどう寄り添うかを考える
姿になってきた。職員研修にして公開に参加した近

隣の学校が複数あった。地域での広がりにつながっ
ている。

〇学び創造研究会に取り組む同僚を見て、本年度は自
ら挑戦した職員がいた。若い先生方の活力になり、
学ぶ気風が伝わっている。

〇校内で「探究」について考えてきた。内から外に発
信して参加者と共に学び合いたいと考えて次年度の
学び創造に立候補した。

⑹　第77回日連教長野大会兼第140回信濃教育会総集会
⑺　日中友好事業における訪中について

【報告・連絡】�
⑴　今後の事業について
⑵　教育研究所の応募状況
⑶　令和7年度図書教材研究協議会アンケートのまとめ
⑷　第22回信州“教育の日”について
⑸　令和8年度教師塾Ｂについて
⑹　出版物（休み帳等）の採択状況
⑺　令和7年度第29回教育研究論文・教育実践賞の募集

【閉会のあいさつ】�
　2つの議案について承認いただいたこと、信濃教育会
の事業について様々なご意見をいただいたことに、まず
感謝したい。協議等をお聞きして思ったことを二つお話
する。
　長野市にある信濃教育会館は、東北信の方は行きやす
いが中南信の方にとっては行きにくさがある。長野市が
遠いというイメージを、物理的に持たれることはやむを
得ないところであるが、精神的な距離が遠くならないよ
うに配慮することをいっそう大切にしたい。具体的に
は、講習講座の開催場所について全県でバランスをとる
ことや、出向いての委員会実施、オンラインによる研修
等を計画して事業を進めたい。
　二つ目は、学び創造研究会のこと。この研究会は、先
生方が自主的主体的に参画して自ら職能向上を図ってい
ただくことに寄与する信濃教育会の象徴的な事業であ
る。今年も24の学校、個人・グループが取り組んだ。
「研究会が学校改革につながった」「学校だけでなく地
域ともつながった」「地域や校種を超えた研修の機会に
なった」等、有効に活用いただいていることは大変あり
がたい。学び創造研究会は、会員一人一人、皆さんの
会。今後も知恵を出し合って活用いただくことで、全国
にも誇れる研究会にと願う。信濃教育会の学び創造研究
会に、しばりはない。県教委が行っている TOCO-TON
（トコトン）とは、位置づけが異なる。学校や個人、グ
ループの皆さんが、やりたいことを、共同研究者の方と
共に存分にやっていただきたいと思う。
　今年も残すところ1か月ほどとなった。インフルエン
ザも猛威を振るっている。激務のことと思うが、くれぐ
れもご自愛いただきたい。
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「子どもが心ゆくまで探究する授業」へのプロセス「子どもが心ゆくまで探究する授業」へのプロセス
～学び創造研究会～～学び創造研究会～

　令和7年度「学び創造研究会」の公開が11月28日（金）を最後に終了しました。

　この研究会は、より自主性自律性そして自由度の高い研究を目指して、本年度から「学び創

造研究会」と改称しました。ベースとなる授業観「子ども自らが、心ゆくまで探究する授業」

をふまえ、試行錯誤しながらも楽しみながら研究することを大切に考えて、公募制で研究者、

研究校を募ってきました。本年度は24の研究が公開され、延べ700名を超える参加者がありま

した。それぞれの会場で、熱心に学ぶ参加者の姿がありました。

　本年度の学び創造研究会では次のような傾向が見られました。

　○�「授業を実際に参観する」、「研究のプロセスを知る」、「広く教育について語り合う」な

ど、教育課程研究協議会に代わる新たな研修の機会としてとらえている。

　　ｅｘ：�地域の学校間で連絡を取り合い、午後を研修の時間として参加する。地域ごとのま

とまりで研修を行う。

　○学校種、職種を越えての参加が増えてきている。

　　ｅｘ：高校の先生が初任研として参加

　　　　：市町村教育委員会が視察　特に自由進度学習や総合的な学習の時間の研究

　　　　：教採に合格した学生が、実際の授業や研究会を知る機会

　○授業研究会や共同研究者のワークショップの工夫（提案）がなされている。

　　ｅｘ：授業のやり方、評価などの視点からではなく、子どもたちの学びを語り合う。

　　　　：共同研究者によるワークショップ、研究主任や授業者との対談を行う。

　　それぞれの研究については、Booklet 信教に掲載しています。ぜひご一読ください。

　次年度の「学び創造研究会」は、18の開催校（授業者、学校）で開催される予定です。研究

する側にも参加する側にも実りある研究になることを期待しています。
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令和７年度退職予定のみなさんへ

【会の目的・内容】
　信濃教育会・郡市教育会事業への賛助，会員相互
の研修親睦，長野県教育の振興発展に寄与
1　長野県教育に関する諸問題の解明と世論の喚起

①教育問題検討会（代議員・本部役員で構成）
②信教との懇談会
③信州“教育の日”（構成団体として参加）

2　地域における生涯学習の環境整備と推進
①郡市教育会の事業を賛助
（夏季大，同好会等への参加等）
②郡市賛助会員会活動の充実
（�地域研修，実技講習，郡市教育会との懇談，

会報発行，学校現場へのボランティア等）

3　公益社団法人信濃教育会の事業への賛助
①総集会への参加（開催地会員を中心に）
②信濃教育会の運営と活動への賛助
③�雑誌『信濃教育』『学事関係職員録』の購読，

購入促進

4　会員相互の研修・厚生・連絡
①総会（講演会・郡市活動報告）
②会報（年3回発行）
③県内研修視察旅行
④弔意（弔辞奉呈・会報に弔意掲載）

【会員の資格】
　信濃教育会会員だった人，ならびに会の目的に賛
同する人

1　入会の申込み
　「信濃教育会賛助会員会入会申し込み」はがき
を4月1日（水）までに，入会したい郡市の賛
助会員会代議員宛てにお出しください。
　入会されない場合も必ずお出しください。申
し込みはがきおよび郡市賛助会員会代議員名簿
等は，後日各人宛てにお届けします。
※�なお，信濃教育会事業への賛助ということか

ら雑誌『信濃教育』の購読および『学事関係
職員録』の購入募集もあわせていたします。

2　会　費
年額　3,000円

3　会費納入方法
　後日，振替用紙を送付しますので，郵便局ま
たはコンビニから振り込んでください。

4　会員の特典
・本会会報（年3回発行）
・県内研修視察旅行への参加
・信濃教育会事業案内の送付

～退職後も信教とともに学び続けましょう～

信濃教育会賛助会員会とは信濃教育会賛助会員会とは 申込みについて申込みについて

入 会入 会 のの お す す めお す す め

「信濃教育会賛助会員会」「信濃教育会賛助会員会」

長年教職にあり，本県教育文化の向上発展にご尽力くださいましたことに対し，心から敬意を表します。
信濃教育会賛助会員会は，長野県教職員として勤務し，退職した方全員が，職種・職階の別なく入会でき，
手を取り合って研修に努め，賛助・親睦・助け合いを願って活動している団体です。令和７年度退職また
は退職予定の先生方には，その意義をご理解いただき，入会くださいますよう心からお願い申しあげます。
（なお，退職後，再任用や市町村教育委員会等教育関係機関へ勤務される方は信濃教育会への再入会を
お勧めします。）

研修視察旅行（長野上水内）
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会員アンケート報告会員アンケート報告

≪アンケートを受けて≫≪アンケートを受けて≫

　お忙しい中、アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。本年度は小中特校あわせて
119校、1454名の方から回答をいただきました（回答率82.8％）。結果の一部をお知らせするとともに、
次年度以降の事業に生かして参ります。

■ 今後、信濃教育会で必要と考える研究調査活動
・創造的な学びのための研究
　　例）自由進度学習、インクルーシブな視点からの研究、地域材を活かした学び、現代的課題への対応　等
・子どもとのかかわりや子ども同士のかかわり、保護者対応等についての研究
・信州教育にかかわる研究
・ICT 機器の利活用による授業及び学級事務等校務の合理化（DX 化）に関する研究　等

■ 講習・講座
・楽しく学びのある講座が多く、今後もぜひ充実させてほしい。
・教員として経験の浅い方にとって大変有意義な研修の場になっている（教師塾Ｂ）。
・個人では体験しにくいような、また地域の伝統文化に触れられるような講座を期待したい。

■ 自主的校内研修補助事業、短期視察研修補助事業、学び続ける教師への助成事業について
・大変ありがたい、今後も継続をお願いしたい。（多数）
・主体的に学ぼうとする教師の研修を支えていく非常に有効な事業だと感じる。
・大変有意義な事業だが現場で知らない人も多いので、参加しやすい仕組みづくりをお願いしたい。

■ 学び創造研究会について
・「やりたい」から出発する授業研究のあり方が素晴らしい。
・「挙手方式」になり、年々参加校（個人も）が増えているが、手を挙げた学校や個人が全て助成を受けられ

るような予算立てをお願いしたい。
・研究にかかわる負のイメージを払拭していきたい。意欲的な取組を広く発信していただきたい。

■ 信濃教育会のあり方について
・学校や教師の主体的参加を促す現在の方向性がよい。
・�自分の学び続ける姿勢を保つために信濃教育会には学びの機会を提供してもらっていると思っている。若い

先生にも興味がわくような学びの機会をこれからも作っていただきたい。
・会員が減っていると聞くが、私たち中堅が若い世代を巻き込んで学ぼうとする姿勢を見せていく必要がある。
・時代の変化に合わせて組織のあり方も考えていってほしい。会員が入っていてよかったと思える取組をさら

に増やしていただきたい。
※会員の声は元の思いを変えないように一部編集して掲載しています。

〇今年度、全県研究大会の名称を「学び創造研究会」に変更しました。先生方の自主的・主体的な取組が定着し
てきており、意欲的な取組を広く紹介しつつ、今後も先生方の「授業づくりを研究したい、学びたい」を支援
できるよう運営して参ります。

〇信州の各地域の特色を学び、リラックスもできる体験型の講習・講座に魅力を感じる会員の声に応え、内容を
さらに充実させ、東北中南信のバランスに配慮して開催して参ります。講習・講座以外の事業開催地も考慮し
て参ります。

〇応募型研修助成事業や災害見舞金事業等、会員に広く利用していただくためにさらに周知を図って参ります。
〇時代の変化に合わせて改革を進める中で、不断に教育会の意義や必要性を考え合うとともに、事業の効率的な

運営や会員の負担軽減、さらには事業の重点化を図りながら、時代に即し会員にとって魅力ある信濃教育会と
なるよう努めて参ります。
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日中 友 好 事 業 視 察 報 告日中 友 好 事 業 視 察 報 告
　11月2日（日）から5日（水）までの3泊4
日の日程で、中国の哈爾浜市を訪問しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大等の理由によ
り、5年間、中止となっていましたが、今年度
は、慰霊と教育交流を中心とした内容での再開
に向けた現地関係者との打ち合わせも兼ねて、
会員代表2名（議長・前常任委員会副委員長）
と事務局2名で、訪問しました。

《方正県 中日友好園林（日本人公墓）》
　日本人公墓は哈爾浜市から車で北に約3時間、道中の畑には雪がうっ
すらと積もる程に寒い方正県にひっそりと建てられています。
　1963年、中国政府が第二次世界大戦中、方正県で犠牲になった日本人
約5,500人の遺骨を拾い集め、墓を建立してくださいました。1973年、
現在の場所に移設され、中国政府のもとで管理されています。2011年ま
では自由に入ることができましたが、現在は施設内に入ることはできま
せん。今回の訪中にあたっては現地機関に日本人公墓での墓参を依頼し
ましたが、公墓内に入ることは叶いませんでした。門の外からでした
が、慰霊してきました。

《侵華日軍第七三一部隊罪証陳列館》
　罪証陳列館には、第二次世界大戦中に日本軍が哈爾浜市内を拠点に活
動していた「七三一部隊」に関する資料や元隊員の証言などが、展示さ
れていました。

　学校視察などの教育交流についても、現地機関に相談・依頼をしまし
たが、諸所の事情により実現できませんでした。
　今後の訪中については、日中の国際関係の状況等を見据えながら慎重に検討してまいります。
　3泊4日の短い期間でしたが、今回の訪中を通じて、改めて戦争の悲惨さを痛感し、同じ過ちを繰り返さないため
に、次の世代に伝えていく重要さを実感した視察となりました。

主な日程主な日程

１１月2日日　成田空港から哈爾浜市へ移動（空路約3時間）
　　　3日月　方正県 中日友好園林（日本人公墓 墓参）
　　　4日火　「侵華日軍第七三一部隊罪証陳列館」見学
　　　5日水　帰国

日本人公墓がある中日友好園林入口の前

侵華日軍第七三一部隊罪証陳列館

　12月3日（水）退職校長会の役員の皆様と懇談会

を実施しました。応募型研修助成の活用例や学び創造

研究会の公募制の意味・成果等が話題となりました。

先生方の意欲や主体性を尊重し研究内容や方法などこ

れまでのカタチにとらわれることなく様々な実践が試みられていること、先生方のやる気やつながりを共々

に支援していきたいことなどのご助言をいただきました。研修意欲を育む、人を育てる、という点で信濃教

育会が果す役割や今後への期待について熱い思いのあふれる懇談となりました。

退職校長会との懇談会退職校長会との懇談会

第1133号　信濃教育会報（13）
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１

【申込期限】

正午

講 演 会

防災教育

15:00〜17:00
   (受付時間 14：45〜）⾦30

セミナー

2026 1⽇時

右記の⼆次元コードを読み込み

必要事項をご記入ください。

信⼤
地図

申込

担当：熊⾕・楢󠄀󠄀󠄀

お問い
合わせ

信濃教育会 TEL：
MAIL：

026-232-2470
bousai@shinkyo.or.jp

参加費

無料

申

込

は

コ

チ

ラ

防災教育研究調査委員会
実践事例発表

右記の⼆次元コードを

読み込み確認ください

東北⼯業⼤学 教授 佐々⽊ 克敬 先⽣

場所
信州⼤学教育学部
図書館2F講義室

〒380-8544 ⻑野市⻄⻑野6-⼝

※駐⾞場は台数にかぎりがござい
ますので、ご了承ください

【個人情報の取扱いについて】【個人情報の取扱いについて】
参加申込書に記載される個人情報は
「信濃教育会個人情報管理規則・個人情報保護に関する方針」に基づき、
本セミナーのために使用するものであり、その他での使用は一切ありません。

防災教育研究調査委員会所属３校による発表
【地域モデル】
安曇野市⽴穂⾼東中学校
【学校モデル】
⽊曽町⽴⽇義⼩学校・⻑野市⽴櫻ケ岡中学校

演題 「考える防災教育へ 
   〜東⽇本⼤震災が教えてくれた
        想像⼒と主体性の⼤切さ〜」

東⽇本⼤震災がきっかけで宮城県多賀城⾼校災害科学科が開設され、そ
の設⽴に校⻑として尽⼒された。新しい学科の学びの成果として世界防
災フォーラ等で⽣徒とともに発信し、その防災減災教育は、「誰にでも
未来を創る能⼒がある」をコンセプトに、その普及に努めている。

1/26 ⽉

考える 防災教育

信濃教育会・信州大学教育学部防災教育研究センター共催：
長野県教育委員会・長野市教育委員会・長野県ＰＴＡ連合会・信州大学地域防災減災センター後  援 :

ハイブリッド

開催

命を守る　「学び」の土台作り

2○
○

第
2回

※閉会後、輪島市立中学校教諭と語る
座談会開催予定

元宮城県⾼等学校⻑協会会⻑

県
民

ふるってご参加を！

想像力・主体性を
大切にした
「学び」の窓口

防災教育とは…

視察先の学校で、「避難訓練を実効性あるものにしていく」

「子どもも教員も考える、気づきのある避難訓練を行う」


というお話に触れました。「何か一歩でも踏みだしたい」

そのような気持ちで取り組んできました。

〈研究調査委員より〉

東日本大地震・能登半島地震発災後の

「今」だから　伝えたいことがあります

「誰にでも未来を創る能力がある」

〈講演会講師　佐々木　克敬先生より〉
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